
自民党総裁選が29日に投開票され、

岸田文雄前政調会長（64）が、第27

代総裁に選出されました。任期は

2024年９月までの３年間。10月４日

に第100代首相に指名され、新内

閣を発足します。岸田氏は「新自由

主義からの転換」を経済政策に掲

げ、「成長と分配の好循環を実現し、

全国津々浦々に果実を届ける」と

強調。衆院選に向け米の需給対策

や規制改革などの農政課題が焦点

になってきます。 （9/30付1面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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自民党の岸田文雄

新総裁は就任後の

会見で「現場を重視

して地域に寄り添っ

た多様で豊かな農林

水産業を構築・推進

する」と表明しました。

総裁選の政策集で

は「米の市場隔離を

含めた十分な支援を

検討」「抜本的な在

庫対策が必要」との

認識も示しています。

（9/30付3面）

今週の記念日
★１０月２日 直
売所の日 ＪＡ全
中が地産地消や
農業振興、地域
活性化などに欠
かせない存在の
フ ァ ー マ ー ズ
マーケットを、多
くの人に知って
もらうのを目的
に制定。日付は
「ＪＡファーマー
ズマーケット憲
章」が制定され
た2003年10月
２日から。また、
採 れ た て の イ
メージから「採
れ（１０）たてに
（２）会おう」の語
呂合わせからも。
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ブドウの代名詞となった「シャイン

マスカット」は44都道府県で1625㌶

まで栽培が拡大。主産地が次に続

く新品種を模索する姿を３回シリー

ズの連載企画で紹介しています。

「シャインマスカット」を親に持つ有

望品種など、各県の育種開発の動

きを追います。 （９/28付1面）

日本農業新聞 東北支所 副支所長 小島慶太
今夏から自宅近くの広瀬川・遊歩道の落ち葉拾いを始めました。というのも、自動車用
品を扱うイエローハットの創業者・鍵山秀三郎さんの著書『掃除が起こした奇跡の力』に
感化されて。「掃除で大切なのは、見えないところを磨くこと」に一念発起。ほぼ毎朝、遊
歩道を掃き清めると、通行人から「ご苦労様。ありがとう」と感謝とねぎらいの言葉を掛
けられます。仕事や家庭で褒められることが少ないので、朝から清々しい充実感です。

国連は持続可能な食料供給の在り方

を議論する初の「食料システムサミット」

をオンラインで開きました。気候変動を

抱える中、環境負荷を低減して持続可

能性を高めようと、各国の首脳らが対応

方針を発信しました。菅義偉首相は「み

どりの食料システム戦略」に沿って二酸

化炭素削減策などを表明しました。

（９/25付１面）

高齢化や過疎化

に伴う農業の担い

手不足が深刻化

する中、リンゴ生産

量日本一を誇る青

森県弘前市が、収

穫作業などを手伝

う市職員のアルバ

イトの副業を10月

から許可します。

一定の労働時間の

制限を設け、労賃

は月２万５，０００円

程度としています。

ミカン産地の和歌

山県有田市でも、

ミカン収穫の副業

を認めています。

（９/26付３面）


